


第１章 はじめに

□ 動植物園を取り巻く現状

（１） 動植物園の役割 （２） アニマルウェルフェア向上への責務

アニマルウェルフェアとは、国際獣疫事務局（WOAH）及び世界動物園水族

館協会（WAZA）が定義する「飼育及び展示における個々の動物の身体的お

よび心理的状態」のことをいい、公益社団法人日本動物園水族館協会（以下、

JAZA）に加盟する当園は、JAZAのアニマルウェルフェア規定を遵守しつつ、

誠実に履行し、アニマルウェルフェアの向上に取り組む責務があります。

（３） インバウンドの影響

世界的な半導体企業が熊本県内へ進出したことによる影響や、円安等に

伴う全国的なインバウンドの増加により、当園においても外国人観光客の来

園は増加傾向にあります。このことにより、あらゆる表記の多言語化やわか

りやすいサインの表示など、インバウンド対策が急務となっています。

（４） デジタル技術の発展と普及

新型コロナウイルスの影響により、オンラインによる事業や技術が急速に進

歩し、現在では全国の動植物園等でも、オンラインチケット等の導入が増え

つつあります。また、SNSをはじめとする動画コンテンツなど、デジタル媒体

を使った広報も今となってはあらゆるところで展開され、誰もが情報を手に

入れるために欠かせないツールの一つとなっており、当園においても情報発

信をするうえで、有効活用する必要があります。

動物園、水族館、植物園等には大きな４つの役割があります。この役割を果たすこ

とに動植物園の意義があり、役割を果たすために専門的人材の配置や知識の取得が

不可欠となっています。



第１章 はじめに

□ 課題

（１） アニマルウェルフェアの向上

（２） 江津湖との一体性の確保

（３） 施設の老朽化対策と魅力ある空間づくり

（４） 収支状況の改善

動物園水族館におけるアニマルウェルフェア向上への取組みが責務となる中、当園に

おいても、動物の生息環境に応じた施設への改修をはじめ、順次改善に向けた取り組

みを行ってきました。しかし、改善には財政的な課題や、施設の構造的な問題があり、

難航している状況にあります。こうした条件下で、ハードとソフトの両面から取組みの

精査を行い、科学的根拠に基づいた評価を踏まえ、JAZAが定めるアニマルウェル

フェア基準に基づいた飼育及び施設管理を行うことができるよう事業を展開していく

必要があります。

動植物園は、昭和44年(1969年)に水前寺から江津湖湖畔へ移転し、江津湖の特

色を活かすために「水辺動物園」として開園しました。しかしながら、現在地へ移転し

50年が経過する中で、豊かな自然環境をはじめとする様々な江津湖の魅力について、

水辺のインフォメーションセンターを拠点とし、来園者への情報発信を行っているもの

の、江津湖との一体性の向上や魅力発信への寄与に関しては、未だ改善の余地があ

る状況です。また、美しい景観や豊かな自然環境を残す江津湖に隣接した立地ですが、

動植物の展示や環境教育等において、未だ十分な活用が図られておらず、これらを向

上させていくことが必要と考えています。

現在地に移転した昭和44年(1969年)から順次施設の整備を行い、現在、

約24.5haの敷地に84棟の建築物（延床面積約1.4ha）を有しています。

建築物は、現在地へ移転した当初に建てられたものもあり、一番古いものは

築50年に達しています。そのほか、遊戯施設や建築物に付随する機械・電

気設備も含め、それらの今後の更新には、多額の費用が見込まれます。また、

動植物園は、市民の憩いの場としての役割を担っており、憩いの場に関する

来園者の多様なニーズについても対応が必要です。このような中、老朽化し

た施設の改修や長寿命化を図りしつつ、来園者が快適に利用できる、魅力

ある空間づくりに取り組む必要があります。

近年における当園の歳出は一定程度抑えられつつあり、一方で、歳入につ

いても料金改定に伴って改善傾向にあり、自主財源比率は向上しています。

これからは現状の歳出を一定程度維持させつつ、来園者増につなげる施策

を、より効率的に、かつ効果的に展開し、それらの効果検証と蓄積から新た

な歳入確保に結び付けていくことが非常に重要であり、より一層努めてい

く必要があります。



□ 計画の見直しと方向性

① 開園100周年に向けた取り組みの整理

 近年の新型コロナウイルスの影響や世界的な半導体企業の県内進出に伴う

社会的変化、動植物を取り巻く諸情勢（国内のアニマルウェルフェアの取組

等）、本計画の進捗状況や来園者のニーズなどを踏まえ、それらに伴う課題解

決に向けた取組の導入と必要に応じた整理を実施

② 開園100周年以降の事業展開に関する取り組みの一部追加

開園100周年後の事業展開を見据えた予備調査や想定される施策の検討に
関する事項を追加

③ 事業実施スケジュールや文言の時点修正・整理

現状にあわせてスケジュールや文言などを整理・修正

□ 計画の位置づけ

第２章 熊本市動植物園のあるべき姿

動植物園は、令和11年(2029年)に開園100周年を迎えます。その節目の年を迎

えるに当たって、市民や来園者の皆様に「愛され続ける」動植物園となるために、

「動植物園のあるべき姿（コンセプト）」を示し、その実現に向け中長期的な施設整備

と運営の方針を定めた「熊本市動植物園マスタープラン」（以下、「本計画」という。）

を令和２年度に策定しました。本計画で掲げた取り組みを実現することにより、江

津湖畔の自然環境と調和のとれた快適で魅力的な動植物園を目指します。

令和６年度に５年目となる中間年を迎え、PDCAサイクルを通して、より上質な動

植物園づくりを行っていくために中間見直しを実施しました。この中間見直しでは、

基本的に令和２年度に策定した当初計画を踏襲したうえで、次の観点のもと、変更

を行いました。

本計画においては、第8次総合計画や関連計画との整合性を図ります。さらに、

動植物園の役割である、種の保存や環境教育に関する取り組みは、持続可能な開

発目標（SDGs）のゴール14（海洋資源）・ゴール15（陸上資源）とも軌を一にして

おり、本計画に掲げる施策を通してSDGsの達成を目指します。

□ 計画期間

令和2年度(2020年度)～令和11年度(2029年度)までの10年間



□ マスタープランのコンセプトとテーマ

「愛され続ける水辺の動植物園へ」

〔コンセプト〕

テーマ１ / 「驚きと新たな発見！いきものミュージアム」

テーマ２ / 「江津湖との調和。水辺動植物園を再び」

テーマ３ / 「優しさと魅力あふれる動植物園づくり」

テーマ４ / 「愛され続けるための運営体制の強化」

第２章 熊本市動植物園のあるべき姿

市民の憩いの場として愛され続けている江津湖の湖畔にあり、これまで応援いただい

た多くの皆様に愛され続ける園を目指すことから、「愛され続ける水辺の動植物園へ」

をコンセプトに掲げ、４つのテーマの実現に向けて取り組みます。

動植物本来の生息環境をより感じられるよう、動物と植物の一体的な展示に取

り組みます。また、私たちに身近な熊本や日本国内の自然をはじめ世界各地の自

然環境や生態系、動植物と人との関わりを学ぶ場を提供することで、動植物の魅

力を伝えていきます。さらに、種の保存や調査・研究に関する活動を今まで以上

に推進するとともに、その情報を広く発信し、動植物の生態や生き物の置かれる

厳しい自然環境について知識を深める、学習の拠点「いきものミュージアム」を目

指します。

江津湖畔にある動植物園として、今後、より一層、水前寺江津湖公園との一体感

や来園者の回遊性を高めていくために、「水辺動物園」としての一番の魅力であ

る江津湖の清らかな湧水と、その湧水により育まれる豊かな自然環境、さらには

江津湖畔のロケーションを十分に活かしながら、取り組みを進めていきます。

当園は、九州では珍しい起伏の少ない動植物園であることから、今後はその立

地を生かし、ユニバーサルデザインに配慮した施設の改修等を実施し、家族連れ

はもちろん、高齢者や車椅子利用者等、誰もがストレス無く楽しめるような魅力

ある空間づくりに取り組みます。

令和11年(2029年)に開園100周年を迎え、さらに今後20年、30年と愛さ

れ続ける動植物園として存続していくために、経営面の課題を改善し、動植物園

の運営体制を強化します。



（１） 動植物の展示施設整備

取組１｜将来を見据えた展示テーマの設定

取組２｜サバンナエリア（開園100周年記念エリア）の整備

□ 展示エリア別の中長期的な整備計画の検討

□ サバンナエリア（開園１００周年記念エリア）の整備

取組３｜エリアテーマに準じた展示
□ 各エリアテーマの特色を引き立たせた没頭できる空間づくり
□ メリハリのあるエリア境界の表示 （サイン整備等）
□ 民族文化や環境問題等の背景まで学べる解説の設置

取組４｜アニマルウェルフェアに配慮した展示
□ アニマルウェルフェアを推進していくための体制の構築
□ アニマルウェルフェアに寄与するエンリッチメントの実施
□ 大学等研究機関と連携したエンリッチメントの科学的評価

取組５｜職員の技術力向上
□ 動植物の種ごとのハンドブックの作成
□ 技術勉強会および安全対策研修会等の定期開催
□ 他園との技術交流

第3章 計画実現に向けた取り組み

テーマ１ / 「驚きと新たな発見！いきものミュージアム」

（２） 種の保存

取組６｜コレクションプランの推進

取組７｜「いきもの学習センター」の改修

□ 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）に
基づく保護増殖事業の推進と希少動植物種の保全および普及啓発

□ 「認定希少種保全動植物園等」制度の認定

□ 「いきもの学習センター」の展示改修
□ 希少野生動物の生息域外保全の継続
□ 生物多様性や環境保全に関する情報発信とガイド等普及啓発の強化

取組８｜環境教育の機会の提供
□ 「熊本市動植物園学習プログラム集」の一部有料化による更なる質の向上
□ 教育効果向上を目指した関係機関との連携強化

取組９｜資料の保存
□ はく製・骨格標本等の作製
□ 資料のデジタルアーカイブ化
□ 資料室の整備

取組１０｜植物講習会プログラムの再構築

□ アンケート実施によるニーズの把握
□ ニーズに応じた講習会プログラムの再構築
□ 市民協働で行う植物の普及・啓発

（３） 自然環境教育の推進

取組１１｜調査研究事業の強化
□ 学会発表および論文の投稿
□ 調査研究体制の構築と他機関との連携強化

（４） 調査研究の推進

テーマ２ / 「江津湖との調和。水辺動植物園を再び」

（１） 「水辺のインフォメーションセンター」の活用

取組１２｜江津湖の情報発信
□ 江津湖に生息する生きものや歴史・文化まで踏まえたガイドの実施
□ 水前寺江津湖公園との連携による情報発信の強化
□ 熊本市生物多様性戦略４課連携プロジェクトの活用

取組13｜眺望を活かした江津湖のいきもの観察

□ 展望デッキにおける『いきもの観察会』の開催
□ 野鳥観察スポットとしての整備

（２） 最高の景色を満喫できるビューポイントの活用



第3章 計画実現に向けた取り組み

テーマ３ / 「優しさと魅力あふれる動植物園づくり」

取組１9｜魅力ある飲食の充実
□ 園内飲食の魅力や質のボトムアップ
□ 地産地消やSDGｓへの配慮をコンセプトとした飲食イベントの実施

（３） 魅力あふれる空間の提供

取組20｜快適性・娯楽性を兼ね備えた体験型涼場づくり
□ イベントと合わせた体験型の仮設物（プール等）の導入
□ 誰もが楽しめる屋内クーリングスポットの設置

取組2１｜様々な年代の来園者が楽しめる遊戯施設の導入
□ 来園者へのニーズ調査と他園調査の継続
□ 新規遊戯施設の導入及び老朽化した遊戯施設の適正な管理・運用
□ 遊びを通じて運動したり学んだりすることのできる遊戯施設の導入

取組22｜職員の防災力向上
□ 非常事態を想定した訓練の実施
□ 災害時における避難ルートの明確化と誘導サインの表示

（４） 災害等の非常事態への対策

取組2３｜被災者支援に向けた仕組みづくり

□ 被災者支援に向けた駐車場等の活用の検討

（１） 満足度の高い正門ゲートの運営
取組１4｜よりスムーズな入退園の実現

□ 電子チケット等の導入によるスムーズな入退園システムの構築
□ 団体利用者向けの申請方法の改善

取組１５｜誰もが利用しやすい園路
□ 継続的な段差や凹凸等の観覧に関わるバリアの解消
□ 風雨や日差しを遮ることができる園路の整備

（２） 来園者や環境にも優しい施設への転換

取組１６｜憩いの場の充実

□ 老朽化したベンチをはじめとする休憩施設の適宜改修
□ グリーンシェード等による日陰の確保

取組１７｜迷わない・困らないサインの整備
□ 外国語に対応したサインへの改修
□ コミュニケーションツール（音声ガイドやコミュニケーションボード等）の導入

取組１８｜環境に配慮された施設づくり
□ 省エネルギー機器への更新
□ ソーラーパネルをはじめとする脱炭素化に向けた設備導入の検討

テーマ４ / 「愛され続けるための運営体制の強化」

（１） 歳入の確保

取組２４｜受益者負担の見直し

取組２５｜開園１００周年記念サポーター制度の推進

（２） 新たな来園者の獲得

取組２６｜開園１００周年に向けたイベントの展開

取組２７｜新たな来園者の獲得に向けた広報戦略

□ 他園館の調査分析および受益者負担の検討の継続

□ 開園100周年に向けた計画的で断続的な機運醸成事業の実施
□ イベントの効果検証とその結果を踏まえたイベントの実施
□ 更なる企業協働イベントの展開

□ SNS等をはじめとした情報媒体における外国語表記の情報発信と効果検証
□ WEB媒体を活用したプロモーション映像等による広報の継続

□ 企業サポーター獲得に向けた制度の改善
□ 『（仮称）熊本市動植物園開園100種年施設整備基金』の検討

（３） 歳出の抑制と保持

取組２8｜歳出削減の継続

取組２9｜活動の場の拡張

□ 必要経費の維持と節約・削減に関する取組の継続
□ 施設の長寿命化によるトータルコストの縮減と平準化の継続

（４） ボランティア制度の推進

□ ボランティアの運営体制構築
□ ボランティアの方々の取組等を披露するボランティアデー（仮称）の開催
□ ボランティア活動の情報発信



□ 進捗管理・見直し

第４章 計画の推進

□ 令和５年度までの実績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

展

示

✓新型コロナウイルス感染症対策と
して「VR動植物園」を配信開始

✓花の休憩所にて、新たにフタユビ
ナマケモノを導入・展示
✓オウギバトやムネアカカンムリバト
なども花の休憩所内で展示

✓かも池でエリマキキツネザルを
展示

✓ミヤコカナヘビを導入・展示
✓シセンレッサーパンダの繁殖成功

施

設

✓植物園入口広場の改修 ✓照明灯改修完了✓展望デッキ整備
✓水辺のインフォメーションセンター
整備

✓正門ゲートおよび売店リニューアル
✓くまもと花博にあわせた植物園側
エリアのリニューアル

✓トイレの洋式化完了 ✓イヌワシ・ツル・ムササビ舎整備

教

育 

・ 

研

究

✓YouTube（kumamoto Zoo 
Channel）による教育機会の拡充

✓ICTを用いた授業企画を小学校と
連携し実施

✓「熊本市動植物園学習プログラム」
を整備

✓「熊本市動植物園コレクション
プラン」を策定

運

営

✓入園料改定
✓キャッシュレス決済導入

✓「動植物園開園100」周年記念
サポーター制度」運用開始

✓「さくら・菜の花まつり」を初開催 ✓「バラまつり」を初開催

開園100周年を迎えるにあたっては、令和１１年（2029年）までの残り５年間で、計画的かつ着実に

様々な取組を実施していくことは元より、開園100周年後の次の10年、100年に繋げる準備期間とし

ても有効活用しつつ、継続して計画の評価や進捗管理、次期計画に向けた検討に取り組んでいきます。

また、本計画の各テーマに掲げた取り組みの効果が有効なものとなるために、PDCAサイクルに基づい

た進捗管理を行うとともに、有識者などの意見を踏まえて、成果指標の達成状況の評価及び課題の検証

を行います。



第４章 計画の推進

□ 成果指標

８５万人
2029年度 来園者目標

テーマ 成果指標 基準値 /
目標値

（R11）

1

展示物の満足度
（「大変満足」「やや満足」の各項目回答割合の平均）

68.7％
（R６値）

▶ 75.0％

学習プログラムの参加者数 8,450人
（R5値）

▶ 10,000人

２ 水辺のインフォメーションセンター来館者数 48,000人
（R5推定値）

85,000人

３ 施設の満足度
（「大変満足」「やや満足」の各項目回答割合の平均）

60.0％
（R６値）

▶ 70.0％

４

自主財源比率 39.0％
（R5値）

▶ 50.0％

サポーター制度年間あたりの寄付額 4,558万円
(R5値)

▶ 6,000万円

本計画においては、成果指標を設定し、計画期間中において適宜、成果指標の達成状況を踏まえた課題の検証を行うことで、本計画に掲げる個々の取り組みの進捗管理

や計画自体の見直しにもつなげていきます。 今後5年間においても、熊本地震前の平成27年度(2015年度)における来園者数74万7千人をベースとし、令和11年度

(2029年度)までに来園者数85万人を目指します。

各取組みの進捗管理に資するものとして、設定した４つのテーマ別に、それぞれ指標を設け、全体成果指標の達成に向けて取組みを進めていきます。なお、基準値につい

ては、令和６年度に実施したアンケート調査結果や当園の実績値をもとに設定をしています。
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